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。



衆
議
院
議
員
松
木
け
ん
こ
う
君
提
出
整
理
回
収
機
構
・
預
金
保
険
機
構
の
債
権
回
収
業
務
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
度
及
び
十
二
年
度
に
株
式
会
社
整
理
回
収
機
構
（
以
下
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
の
協
定
後
勘
定
に
お
い
て

整
理
回
収
業
務
か
ら
生
じ
た
利
益
で
あ
る
千
八
百
三
十
八
億
円
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
住
専
勘
定
の
い
わ
ゆ
る
二
次
損
失

の
処
理
の
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
に
そ
の
全
額
が
同
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
た
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
法
人
税
の
課
税
所
得
は
、
サ
ー
ビ
サ
ー
業
務
に
よ
る
利
益
も
含
め
Ｒ
Ｃ
Ｃ
全
体
の
利
益
か
ら
算
出
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
は
課
税
所
得
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
住
専
勘
定
に
お
い
て
回
収
等
の
対
象
と
な
っ
た
債
権
等
の
額
は
、
株
式
会
社
住
宅
金
融
債
権
管
理
機
構
（
当
時
）

が
平
成
八
年
に
特
定
住
宅
金
融
専
門
会
社
か
ら
譲
り
受
け
た
債
権
等
（
以
下
「
住
専
債
権
等
」
と
い
う
。
）
六
兆
千
百
二
十

九
億
円
か
ら
現
預
金
及
び
営
業
用
資
産
の
額
を
差
し
引
い
た
四
兆
八
千
九
百
九
億
円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
平
成
二
十
三
年

一



十
一
月
三
十
日
ま
で
に
三
兆
三
千
百
六
十
七
億
円
を
回
収
す
る
と
と
も
に
、
同
日
に
同
勘
定
に
残
存
す
る
債
権
等
千
七
百
二

十
五
億
円
を
協
定
後
勘
定
に
移
管
す
る
こ
と
に
よ
り
、住
専
勘
定
に
お
け
る
住
専
債
権
等
の
回
収
等
は
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
伴
い
生
じ
た
い
わ
ゆ
る
二
次
損
失
の
額
は
、
四
兆
八
千
九
百
九
億
円
か
ら
三
兆
三
千
百
六
十
七
億
円
及
び
千
七
百
二

十
五
億
円
を
差
し
引
い
た
一
兆
四
千
十
七
億
円
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
二
次
損
失
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
「
住
専
処
理
方
策
の
具
体
化
に
つ
い
て
」
（
平
成
八
年
一
月
三
十
日
閣
議
了

解
）
に
よ
り
、
政
府
及
び
民
間
が
二
分
の
一
ず
つ
負
担
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
政
府
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
住
専
勘
定

の
簿
価
超
回
収
益
二
千
百
八
十
九
億
円
、
住
専
勘
定
の
累
積
利
益
の
二
分
の
一
相
当
額
千
三
百
八
十
八
億
円
、
住
専
勘
定
に

贈
与
さ
れ
た
社
団
法
人
新
金
融
安
定
化
基
金
の
運
用
益
千
六
百
六
十
二
億
円
及
び
協
定
後
勘
定
の
利
益
千
八
百
三
十
八
億
円

が
充
て
ら
れ
、
民
間
の
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
住
専
勘
定
の
累
積
利
益
の
二
分
の
一
相
当
額
千
三
百
八
十
八
億
円
、
住
専
勘

定
へ
の
金
融
安
定
化
拠
出
基
金
運
用
益
か
ら
の
助
成
金
千
四
百
五
十
六
億
円
及
び
住
専
勘
定
へ
の
金
融
安
定
化
拠
出
基
金
元

本
か
ら
の
助
成
金
四
千
二
百
三
十
三
億
円
が
充
て
ら
れ
た
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

二



Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
株
主
以
外
の
株
主
総
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
律
は
な
い
こ
と
か
ら
、
株
主
総
会
は
公
開

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
そ
の
業
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
役
員
人
事
等
の
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
は
、
株
主
総
会
等
の
結
果
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
役
員
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
業
務
が
、
資
産
管
理
回
収
業
務
等
、
専
門
性
の
高
い
業
務
で
あ
る

こ
と
を
勘
案
し
、
法
曹
界
、
官
界
、
金
融
界
等
の
適
任
と
思
わ
れ
る
人
物
を
候
補
者
と
し
て
提
案
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し

て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

預
金
保
険
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
株
主
と
し
て
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
金
融
庁
や
財
務
省
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
三
百
二
十
八
条
に
基
づ
く
会
計
監
査
人
設
置
会
社
と

し
て
、
そ
の
計
算
書
類
に
つ
い
て
、
監
査
役
及
び
会
計
監
査
人
の
監
査
を
受
け
て
い
る
。
な
お
、
機
構
、
金
融
庁
及
び
財
務

省
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
各
々
報
告
を
受
け
て
い
る
。

三



三
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
株
主
総
会
議
事
録
及
び
取
締
役
会
議
事
録
の
公
表
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
律
は
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
は
公
表
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
そ
の
業
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
役
員
人
事
等
の
重
要
な

事
項
に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
等
の
結
果
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ
り
公
表
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
役
員
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
は
毎
年
、
監
査
役
は
四
年
毎
に
株
主
総
会
に
お
い
て
選
任
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
業
務
の
必
要
性
等
に
応
じ
、
役
員
の
再
任
を
お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
志
田
康
雄
副
社
長
及
び
藤
井
保
憲
監
査
役
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日
の
株
主
総
会
の
終
了
を
も

っ
て
退
任
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
弁
護
士
報
酬
に
つ
い
て
は
、
他
の
報
酬
事
例
や
業
務
の
困
難
性
等
を
勘
案
し
て
決
定
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

四



Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
か
ら
の
議
案
の
提
出
及
び
株
主
総
会
に
お
け
る
決
議
に
よ
り
そ
の

総
額
を
決
定
し
て
い
る
ほ
か
、
個
々
の
役
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
担
当
業
務
の
責
任
や
内
容
等
に
応
じ
て
、
株
主
総
会
で
決

議
し
た
報
酬
総
額
の
範
囲
内
で
、
取
締
役
の
報
酬
は
取
締
役
会
に
お
い
て
決
定
し
、
監
査
役
の
報
酬
は
監
査
役
会
に
お
い
て

監
査
役
全
員
の
同
意
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
よ
る
と
、
社
長
を
補
佐
す
る
等
、
業
務
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
社
長
代
行
を
置
く
こ
と
と
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

機
構
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
三
年
度
中
に
着
手
し
た
財
産
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
債
務
者
数
の
買
取
先
機
関
別
の
比
率
に

つ
い
て
は
、
特
定
住
宅
金
融
専
門
会
社
か
ら
の
買
取
り
が
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
破
綻
金
融
機
関
か
ら
の
買
取
り
が
六
十
四
パ

ー
セ
ン
ト
、
金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
五
十
三
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
者
か
ら
の
買
取
り
が
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
機
構
は
同
年
度

に
は
立
入
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五



四
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

財
務
省
に
よ
る
と
、
同
省
が
受
け
付
け
た
苦
情
に
係
る
記
録
の
う
ち
、
機
構
の
財
産
調
査
及
び
立
入
調
査
に
関
す
る
も
の

は
存
在
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
に
つ
い
て

預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
、
特
定
住
宅
金
融
専
門
会
社
の
債
権
債
務
の
処
理
の
促
進
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
平
成
八
年
法
律
第
九
十
三
号
）
及
び
金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基

づ
き
、
機
構
は
、
債
務
者
の
財
産
が
隠
�
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
そ
の
他
そ
の
債
務
者
の
財
産
の
実
態
を
解
明
す

る
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、そ
の
債
務
者
の
財
産
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、

ま
た
、
機
構
の
職
員
は
、
財
産
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
に
お

い
て
、
債
務
者
等
が
所
有
し
、
若
し
く
は
占
有
す
る
不
動
産
に
立
ち
入
る
こ
と
等
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、

機
構
は
、
財
産
調
査
や
立
入
調
査
を
適
切
に
実
施
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

機
構
は
、
今
後
の
財
産
調
査
や
立
入
調
査
の
円
滑
な
実
施
、
ひ
い
て
は
債
権
回
収
業
務
の
遂
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
開
示
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

六



五
の
（
�
）
に
つ
い
て

「
事
業
再
生
」
と
い
う
用
語
は
、
一
般
に
、
企
業
等
の
不
振
事
業
の
再
生
に
関
連
す
る
様
々
な
手
法
に
つ
い
て
用
い
ら
れ

て
お
り
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
も
、
定
款
で
定
め
ら
れ
た
資
産
管
理
回
収
業
務
等
の
一
環
と
し
て
、
こ
う
し
た
一
般
的
な
意
味
で
の
「
事

業
再
生
」
に
当
た
る
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
債
務
者
会
社
の
再
生
計
画
の
策
定
の
支
援
を
行
っ
た
上
で
、
入
札
等
に
よ
り
、
ス
ポ
ン

サ
ー
、
投
資
家
等
へ
当
該
会
社
に
対
す
る
債
権
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
会
社
を
再
生
さ
せ
る
等
の
方
法
を
指
し
て
債

権
売
却
に
よ
る
再
生
と
呼
ぶ
場
合
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
具
体
的
な
売
却
先
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
開
示
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

六
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
給
与
や
売
掛
金
の
差
押
え
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
の
上
、
債
務
者
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て

い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六
の
（
�
）
に
つ
い
て

七



Ｒ
Ｃ
Ｃ
は
、
破
産
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
の
上
、
債
務
者
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
対
応
し
て
い
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。

八


